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農村に於ける尿尿処理施設とその効果について
千葉大学医学部石川内科教室(主任石川教授〉
川本 勉 
TSUTOMU KAWAMOTO 
昭和 30年 5月 10日受付
戦後寄生虫卵の保有率は，都市たると農村たると問わず蔓延増加の傾向にあり，その人体に
及ぼす影響は図り知れざるものがある O 従来寄生虫に対しては予防対策上の理論は相当進歩し
て来たが，独りその実施面に於てー逢に立遅れの感があり，特に我々衛生行政に携わる者にとっ
て蛮起~審何んとか打開しなければならな U、事を痛感する O 著者は当管内に於て早くから当所
外来患者に余りにも多く鈎虫の保有者がある事実に注目し，昭和  22年来より管内農民を対象
に調査を実施して来たが，此処に驚くべき事実を見出した。即ち，当管内を従貫する最大河川
たる養老J/1.の下岸流域地帯がその鈎虫保有率 70%前後，畑虫保有率 10%内外で，鈎虫の感染
幼虫の成育に最も適していると言う事である。何故多いのか之の対策を如何にすべきかと言う
ことはその人体に及ぼす影響から見ても当地方にとって最大問題たるを失わなし、。そこで著者
は之の問題を千葉県知事並びに千葉県寄生虫対策委員会に提案したところ，県に於ては之の問
題に対する措置を県全体の寄生虫予防対策上の-一事業として認め，当地方を鈎虫浸淫地区に指
定し，このため尿尿処理施設に対する多額の補助金を獲得した。
市原郡北部の寄生虫濠渥状況
市原郡は千葉県の略々中央西部に位し，千葉市よ
り汽車で 30分，北西部は東京湾に面し南東部は丘
陵に依って閉まれた南北に細長き地帯である。この
細長き地帯の中央部は南より北にかけて当郡最大の
河川たる養老川が南より北に縦貫しており，北部は 
万純農村地10村総人口16町5は1)湿地帯である。君
帯であり，指定された地区は養老川を挟んだ湿地帯
の五井町，姉崎町，東海村，千種村の 4カ村である。
この指定 4カ.村の寄生虫保有率は第 1図第 1表の如
く鈎虫保有率は 50%前後，畑虫 20%前後で，従来
我が国農村に於ける保有率とは異常な相違を呈して
いる。これを年令別に見ると第 3表の如く，青年層，
壮年層に於ては鈎虫保有率は圧倒的に高く，姻虫の
保有率には差異が認められない。これは青壮年令層
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の者は田畑で働く機会が多いため軽皮感染するもの 地帯も丘陵地帯も畑地や道路等の土壌の畑虫卵を検
であろう。何故鈎虫保有者が多く姻虫保有者が少な 査すると何れも 80%近く発見されるが，湿地帯は
いかの調査に当って，千葉大学谷川教授は，当地方 土壌の湿気のため風塵が余りたたなし、。従って風塵
は低温地帯で二毛作の畑を作り之に下肥をかけるた によって感染が少いためであろうと風塵説が強く主
めで，それ等の畑は鈎虫の幼虫の生存と感染に絶好 張されている o
な場所である o叉姻虫の少ない理由は，同地方の湿
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毘原処理施設の設置状況 を設置し，農家を主とする部落に対しては各戸に小
著者は，農村に於ける畏尿処理施設として予防効 型三槽隔壁式貯溜槽，或は分離式改良便所と堆肥盤
果があって，施設費に余り金がかからぬもの，操作 を設置せしめ，各部落毎に組織した衛生班の管理で
が簡単で肥料価値が下らぬもの，普及性の大なるも 各戸の尿尿を定期的に汲取らせ，これを大型肥料溜
の等の条件を満すように，著者が考案した三槽隔壁 に貯溜L，農家は随時汲出して自家の貯溜槽に貯え
式貯溜槽と，分離式改良便所 39箇を設置した。こ る。
の設置に当り次の如く実行した。 三槽隔壁式貯溜槽と分離式改蔑便所の効果 
(A) 指定地区町村長を主体とせる予防対策委員 各民尿処理部落中，比較的同じ環境にあり処理施
会の構成 設のないもの一部落を選定し， 1年2囲寄生虫保有 
(B) 尿尿処理施設の設置計画としては，各町村 率を調査し，その虫卵の消長を比較検討し，各農家
とも商業を主ιする密集部落，学校，工場地帯に対 に如何なる影響があるかを調査しで予防上の効果判
しては，その周囲附近に大型共同三槽隔壁式貯溜槽 定の資料とした。
第 2表 指定町村に於ける尿尿処理施設々置状況
年歴l附別|完成年月!部落名|型 式|員数|総経費!丙司町村負担 
4 
5 
丹 
)】 
25年度|東海村 1 26.4 1新 田|三槽(小型)1 20 
中郷東中谷 9 
26年度i姉崎町 27. 3 I方叉木 "1 I2叉木|三槽(小型) 
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(A)分離式改良便所設置後の効果と影響 東海
村中郷部落戸数 30戸総人口 216名であり，設置後
の寄生虫卵の消長は第 3図の如し。即ち設置前の鈎
虫保有率 60%，畑虫保有率 12%が，設置4カ月後
には鈎虫 17.2%，虫厨虫 15%で，可成低率になったの
は設置後直ちにー完駆虫を行ったためで、ある。設置
後 12カ月後は鈎虫 44%，虫回虫は 5%，なお 20カ月
後は鈎虫 61%，姻虫 2.5%となった。 
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第 2図三槽隔壁式貯溜槽の効果
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第 1図尿尿処理未設置部落(対象部落〉の ト一一一設置後一一一升
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% 三槽隔壁式貯溜槽と分離式
改夏便所の設計にヲいて 
(A) 三槽隔壁貯溜槽の設計につ心、て，竺著者は農
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30 村に於て最も普及し易く製fr::簡単たものとしで，従
第 4図三槽隔壁式貯溜糟の効果
(東海村廿五旦新岡部落〉 
(8)三槽隔壁式貯溜槽設置後の効果と影響 設
置部落として東海村廿五里新田は戸数 20戸総人口 
146名，姉崎町方叉木部落は戸数 27戸総人口 246名
を選定した。両部落は設置前第 4図第2図の如く，
新田部落は鈎虫 67.5%姻虫 11.3%，方叉木部落ほ鈎
虫 37.4%姻虫 50.5%であったが，何れも設置後直
ちに集団駆虫をしたためその後 4カ月目の保有率は
夫々著明な減少を示しているが， 1年半後の保有率
と見ると集団駆虫をその都度しているに拘らず鈎虫
の減少が見られない。然るに畑虫の保有率は対象と
比較すると著明に減っている。 
(C)考察 ①両施設設置後の効果判定は対象部
落と比較して，未だ日が浅いため農家にとりどちら
が良いか判然としないがj両施設とも寄生虫予防の
噌尿尿処理施設としては理論上は大なる効果があるわ a A
けであるが，実際面に於て農家がどの施設を選ぶか
はーにかかって，その普及性の大なるものにあるの
は当然である。
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来農村で使用している肥斜溜を改造してこれを全部
コシグリート製とし，中の仕切りで三槽に分けー槽
肥にも都合よいこと なおこの構造仕様曹は第 図，5o
第 表年令別寄生虫感染率3
年令別隔誠一一卓-!保有岩波 率
£253011
に 
の容積を大体 14斗入り樽位に， 6人家族であればー
.槽を満たすに要する日数は 90日位に設計した。尿
尿を汲取ったら先ず第一槽に入れ， 3カ月後に第二
槽，更に 3カ月後第三槽にと順次に入れ，充分腐熟
品
8
司'
しては，
①充分腐熟してから使うこと(ー槽に約 2カ月
以上貯溜させる〉②腐熟を早めるため下水汚水等
を混入すること ③各槽には必ず葦をすること
④設置の位置は日陰場所で便所からの汲取にも施
第 2表の如し。
してから肥料として順次使用する。使用上の注意と
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第 5 図
